
キャリア教育の単元開発による

特色ある学校づくり

教科･領域 総合的な学習の時間 山口市立二島中学校全学年

キャリア教育の観点

中学校卒業後の進学・就職先等、どのような場面にも対応しうる汎用性のある能力

に加え、人口減少、少子高齢化の進む地域の将来を思いやる郷土愛とその活性化に携

わる実践意欲を育成するために開発されてきた総合的な学習の時間の単元の概要につ

いて紹介します。 【基礎的・汎用的能力全般】

単元開発の出発点

上図は本校の平成２５年度キャリア教育プログラムの概要である。そのうち、黄色で示さ

れた部分が最近４年間に新たに開発され、定着しつつある単元である。

このプログラムの策定までの流れについて紹介する。まず、基礎的・汎用的能力の育成と

いう観点から、全教育活動を振り返る、いわゆる「洗い出し」の作業を行った。具体的には、
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キャリア教育の要素を含む全実践について、学年別、教科・領域別，基礎的・汎用的能力を

構成する４つの能力別に分類し、取組が不足している対象を明らかにした。（本校の場合，課

題対応能力の育成に重点をおいた取組が手薄であることが認識された。）そして、以後、プロ

グラムの開発によって特色ある学校にしたいという教員集団の思いから、年度に１つないし

２つの単元が総合的な学習の時間を中心に新たに開発されるようになり、ようやく現在のプ

ログラムの形にたどり着いた。

統計グラフコンクールへの挑戦

平成２４年度から始まった第２･３学年の

生徒を対象とした活動である。これは自分

の興味・関心に基づくテーマ設定を起点と

し、数ヶ月にわたる調査活動・情報の処理

分析などの過程を経て、その結果と考察を

Ｂ２サイズの用紙に美術的なグラフ表現に

よってまとめるというもので、課題発見･解

決力や粘り強く物事に取り組もうとする姿

勢を育むことを目的としている。ポイント

となるのは右図「基本的な単元計画」⑤の

シナリオシートの作成である。このシート

は学習指導案のような書式をしているのだ

が、生徒はポスターに表示する統計データ

やアンケート結果を含む資料によって，ポ

スターを見る側に何を感じてほしいのか，

自問自答しながら埋めていった。それによ

って、単なるグラフの羅列ではない、解決

したい課題や伝えたいメッセージを意識しながらポスター制作に取り組むことができた。

生徒総会の目玉 学校プロデュース

平成２３年度から始まった第２

・３学年合同の縦割り班で行う活

動である。これは生徒総会に向け

て，学校改善のアイデア企画（右

プリント参照）を創り上げるとい

うもので、企画内容として、専門

委員会の活動内容の追加、集会時

に行えるような新しいイベントの構想、掲示や放送の工夫、その

他従来の活動の部分的変更などを例示した。各班のアイデア企画

は生徒総会時に提案され、それを実施するかどうかは、全校生徒

の投票によって決定した。

　地産地消で自給率ＵＰ！

　少子高齢化　～二島の未来を考える～

　絶滅の危機！動物たちの今

　みんなでボランティ輪

　出来ていますか？安全運転

　深めよう　家族の絆

　地産地消で自給率ＵＰ！

　少子高齢化　～二島の未来を考える～

　絶滅の危機！動物たちの今

　みんなでボランティ輪

　出来ていますか？安全運転

　深めよう　家族の絆

統計グラフポスタータイトル
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地域貢献をめざす 社会参画ボランティア

平成２５年度から始まった第３学年の

生徒を対象とした活動である。従来のボ

ランティア（右写真、上が独居老人訪問、

下が海岸清掃）を発展させ、地域のより

よい将来像の実現のために、自分たちがし

たいこと，自分たちでもできること、地域社会

が求めていること、という３つの視点からアイ

デア企画を提案･発信し、最終的に全校生

徒で実行に移すというものである。ポイ

ントとなるのは右図「基本的な単元計画」①地域住民へのインタビューである。生徒には地

域の現状や課題，中学生に求めることについて１０人以上の地域住民から意見聴取すること

を義務づけ、先に述べた３つの視点を備えたボランティア企画の提案を求めた。

また、この活動を３年間の総合的な学習の時間のまとめと位置づけている。それまでに身

に付けた基礎的・汎用的能力を総動員させるような内容としてさらに充実させていきたい。

プログラムの開発から評価・改善へ

このようにして現在のプログラムに至ったわけだが，反省点もある。具体的には、これま

でになかった活動、おもしろそうな活動を企画しようという、はじめに活動ありきの姿勢で

単元開発を続けたことである。そのため、本来であれば前もって考えなければならなかった

育成したい力との関係が曖昧なまま活動が進み、キャリア教育の単元としての評価が難しく

なってしまった。

そこで、現在、総合的な学習の時間や特別活動の提案文書の書き方を下の資料のように変

更することを試みてい

る。この書き方にする

と、通常「目的」が記

述されている部分が「単

元全体を通じて育成し

たい力」をまとめた表

に変わる。それによっ

て、評価の観点が明確

になるため、教員間で

の協議や目標に関する

共通理解が進みやすい

のではないかと期待し

ている。評価・改善の

取組は今まさに始まっ

たばかりである。


